20180527レムナント教会1部
勝利の確信（Ⅰサムエル17:37）
ダビデとゴリアテが喧嘩になりました。ご存知のように、ゴリアテはたぶん３メートルぐらいの身長であり、武士でもあるし、すごい刀や盾を備えている相手です。それに比べて、ダビデは、まだ少年であり、背も小さいし、サイズが合うものもなかったので鎧もまとっていないし、武器もたいしたものはなく、石ころと石投げぐらいしかありませんでした。客観的に見たときに、ダビデとゴリアテが喧嘩をしたら、どっちに勝ち目があるのでしょうか。だれが勝つのでしょうか。火を見るより明確な答えがそこにはあるのではないでしょうか。ゴリアテが勝つことが決まっているでしょう。私たちは、聖書の物語や結果が分かっているので違いますというかもしれませんが、普通に考えたときに、それは言うまでもなくゴリアテの勝利だというのが、正常な人から出る見解に違いありません。

しかし、クリスチャンの私たちが注目しなければいけないのは、それで誰が勝ったのでしょうかということです。ダビデが勝ちました。一般的な予想をすべて覆して。北朝鮮が揺さぶりをかけて、自分の思うがままにできるかと思っていたら、いきなり中止という通知があったということで、想定外だったという意見がありましたが、まったく想定外のことが起きてしまったのです。ダビデが勝利しました。つまり、私たちが一般的に、常識的に考えていること、クリスチャンでも残念ながら、普段、当たり前に考えていることが、全部ひっくり返されるようなことになったわけです。私たちがいま遣わされている現場、そして、この世を見るときに、一瞬、この世はすごいところに見えます。ときには、偉大だと思えるくらいものすごいところなのです。どこまでいま行っているかと言いますと、人間が第３の人間を作れると断言し自信をもっています。それは、もちろんバベル塔ですが、すごいのです。そこでクリスチャンの私たちに何ができるかとつい思うかもしれません。そのうえこの世の中には、絶対動かないだろうと思うほど固まっている、当たり前な理論、原則、思想、論理というものがあります。それに洗脳されています。皆、こうであるべきだ。これが良いことで、これが悪いことなのだ。まじめに頑張る人こそ成功するなど、ごく当たり前で、そして、それに誰も文句を言うことができないほど固まっている理論なのです。その中では、私たちがこの社会を生きていくために、人生を生きていくためには、ある程度必要なものもあるし、一理ある内容もあります。だから、余計それが大きく見えるかもしれません。それが世の中全般の流れというものです。その中で、その前に立っているクリスチャン自分自身を見るときに、ものすごく小さく見えます。そして、そのような世の大きな流れから疎外されている者のように思えて、イエス様を信じているということが、ときには愚かな者ではないかと思うほど、世の中とはそういうところです。そして、福音、イエス様、特に、キリスト、イエスOnlyという信仰、思いは、ものすごく時代遅れのような古臭いものに思われるしかないところです。そこでクリスチャンのほとんどの方々は、そのような現場、世の中に立って、自分が何をできるのだろうかと思って、信者であることをあきらめることにしてしまいます。それがほとんどのクリスチャンの現状ではないでしょうか。だから、せいぜい日曜日の礼拝には通い、そこでハレルヤと賛美はするのですが、現場がゴリアテのようなものなので、そこでは信者であることは隠して、また、あきらめようという方に自然に決心してしまうようになります。
しかし、皆さん、今日から、その当たり前だと思っている考え方、見方を全部ひっくり返していただきたいと思います。なぜかと言いますと、ゴリアテのように見えて、すごいところ、偉大なるところ、全部が固まっているイエス・キリストとは正反対の思想や理論が当たり前に流れているところのように見えるのですが、実像はそうではありません。彼らは、そして、世の中は、実は勘違いの中を走っているわけです。外見的に成功を収めているかどうか、上に立つかそうでないかとは関係なく、勘違いの中を歩いているし、実は、答えが無いままさまよい続けているところなのです。そして、その中で目に見える苦しみ、目に見えない苦しみ、様々な苦痛を味わいながら、しかも、それを見事に何かのもので包装して隠して生きているところなのです。それは先進国でも途上国でも形が違うだけであって皆一緒です。
今朝もインマヌエル教会の朝の集まりでフィリピンに短期宣教に行ってきた小学生が報告をするのを聞きました。大体の内容は、「偶像がものすごく多く、生活がものすごく貧しいというのを見て、私はそうでないところに住んでいることを感謝しながらより頑張ろうと思った」いう意見でした。小学生なのでそうでしょうけれども、指導者は小学生にそのように教えてはいけません。修正してあげないといけないのではないかと個人的に思いました。偶像崇拝をしているから貧しくなるとすれば、日本の国に来るとその思いは矛盾して混乱してしまうでしょう。いまは豊かな国に暮らしていて、それでハッピーだと思うと違うのではないでしょうか。「貧しい中で教会に通っている子どもたちはものすごく感謝しながら明るく礼拝をしていた。それで反省した」。それは良いと思います。だから、貧しい国なのかそうでないか関係なく、キリストの福音があればそこは天国なのだということを感じました、これがあかしではないでしょうか。ほとんどの人が、世の中の思想や外見や肉体的な物理的な内容の優劣によって評価ことに染まっているのです。その思想から見ると、現場にあって世の中の人々を見ながら何ができるか、私は衰えている者ではないのか、いなごのようなものではないのかと、ついつい思ってしまうかもしれません。しかし、現場の事情、この世の中は、そういうところではありません。

もう一度申し上げます。勘違いの中でさまよいつつ、苦痛を味わいつつ、それを包装して歩いているところなのです。ですから、その現場においてダビデのように外見がどうであろうが、クリスチャンであれば誰でも勝利の確信をもって臨まないといけないと思います。つまり、現場、この世は、私に何ができるのかと持っている皆さんを絶対に必要としているところなのです。なぜかというと、彼らが成功しているか、実力があるかどうか関係なく、金があるかどうか、人柄に品格があるものなのかどうか関係なく、彼らにはないものを皆さんは持っているからなのです。人生の唯一の答え、まことの希望であるイエス・キリストを皆さんは持っているわけです。彼らには、ゴリアテには、それがありません。逆に言えば、それがないからこそ、外見をもっと大袈裟にして威張っているのかもしれません。それを見ながら縮まっていたり、うらやましく思っていては、クリスチャンのプライドが許さないものです。信者である限り皆さんは、この世の中で、そして、特に皆さんがいま遣わされている現場において、勝利者として勝利の確信をもって立っていただきたいと思います。心にこの契約を刻み込んでください。信者であれば、間違いなく勝利できます。誰であれ、その人がイエス・キリストを信じる信者であれば、若いのか年寄りなのか関係なく、女性、男性などの性別など一切関係ありません。世界的な地位があるかどうか、肩書がどうなのかなどと一切関係なく、覚えていてください。信じでいれば誰でも勝利できます。成績が上の人間、下の人間、学歴が良い大学を出ている者、あるいは、小学校しか卒業していない者など、いろいろな人間があるでしょうが、信者であればその実力と能力と才能と関係なく、必ず勝利するようになります。これがキリスト教です。私たちはあまりにも生まれながら本性的に宗教が染み込んでいるので、このキリスト教の福音の内容が適用されないのです。信者であれば、誰でもどこに行ってもどこでも勝利できます。

ダビデは羊飼いをしていました。その羊飼いをしているときにも勝利しました。そして、ときにかなってゴリアテと向かい合うようになったわけです。戦場においても勝利できました。パウロが言いました。牢屋の中に入れられていても、そこでも勝利できるのです。どこでも、どこにいても。場所、自分の条件などを言い訳にすることは間違いだというレベルではなくて、クリスチャンのプライドの問題です。福音がまだ理解できていないという裏返しでしょう。どんな過去があろうが、皆さんが今現在、人間の基準から見たときにどんなにみじめな立場であっても関係ありません。そういうことにいちいち振り回されて付き合って行くということは、人生を無駄に過ごすことです。覚えていてください。信者であれば、80歳であれ、90歳であれ、いま５歳の子どもであれ関係ありません。必ず勝利できます。どこにいても勝利できます。それから、どんな条件の中でも必ず勝利できます。詩篇23篇、死の影の谷を歩くような状況であっても、これで人生おしまいではないかと思われるほど追い込まれている状況であっても、精神的にやられている状況であっても、しっかりしていれば必ず勝利できます。病気を抱えている状況であっても、四方八方から苦しめられていても、四面楚歌のような状況であっても、信者であれば必ず勝利できます。聖書がその証拠だらけではないでしょうか。歴史もそうでしょう。皆さんの小さな頭の中で全部わかっているかのようにすぐ判断して評価して、こうだ、ああだと言ったり、完全に流されたりしないようにしましょう。歴史が物語っているのです。聖書が語っています。人生は一瞬を通してではなくて、長い長い歴史の中の今の一瞬なのです。初代教会は、本当に四面楚歌のような状況でした。イエス様がおっしゃいました。それでもあなたがたは勝利できる。それはあなたがたは知らなくてもいいです。いまどんな状況なのでしょうか。どんな問題を抱えているのでしょうか。周りがすべて皆さんを敵にして攻撃してくるのでしょうか。構いません。信者であれば。なぜなら、後で申し上げますが、イエスはキリストなのです。皆さん自分自身や回りを見るのではなくて、信仰の創始者であり完成者であれイエスを見上げないといけません。聖霊が臨まれると地の果てにまで。つまり、世界のどこにいても、四面楚歌のような状況でも、あなたがたはとっくに勝利者でありこれからも勝利します。ピリピ4：13、パウロは刑務所の中でお腹がすいていても、お腹が満腹であっても、刑務所の中でも外でも構いません。私を強くしてくださる方にあって、できないことはなにもない。圧倒的な勝利者なのです。皆さん、この聖書のお話を聞きながら、話は良いのですが、無謀な大袈裟な話のようについつい思ってしまうかもしれません。だから、冷静な理性的な自分は、それに乗るわけにはいかないと思うでしょう。でもこれは、単なる皆さんを励まし何かをやってもらうために語っている積極的な思考、思想みたいな内容ではありません。何でも前向きに考えましょう、という話ではありません。そのようなレベルで考えるので、つい話にならん、とんでもない、良いお話しだけれど、私とは関係ないとつい思うかもしれません。理解不能だと。皆さん、神様が罪人のために罪のないイエスを代りに十字架に引き渡されました。理解できますか。それが理解できる原理、法則、理論、論理などが宇宙に存在しますか。それがキリスト教のスタートです。宇宙にあるすべての法則が全部崩れるのです。神の法則です。理解不能と思うかもしれません。今日、勝利の確信を持ち、その確信を持つしかない、そして、皆さんが必ず勝利するしかない明確な確かな根拠、そして、その根拠は条件、状況、環境が犯すことができない不可侵のようなところなのです。その根拠を確認していきたいと思います。
ダビデが言います。皆が怯えていて何ができるかというように身を隠しているときに、小さな少年ダビデが、鎧もまとわずに出てきて、「私が羊を飼うときに、獅子から、熊の爪から、神様が私を助けてくださいました。ましてやあの神を侮辱するゴリアテから神様が私に勝利を与えられるというのは当たり前でしょう。確かな根拠を持っていました。皆さんも動物園やサファリパークの獅子のところに裸で行って、神様が守られることを体験する、ということではありません。でも、ダビデは根拠がありました。ただ大袈裟に勝利を叫んでいるわけではありません。その後、ダビデは、おまえは剣ややりを持って出て行くのですが、私はおまえが侮辱している主の名によって、ヤーウェの名によっておまえに立ち向かう。何が根拠なのかというと、皆さんが信じてあまりにもばかにしているイエス・キリストの御名のゆえにです。そのイエス・キリストの御名のために私たちは十分勝利できます。イエスはキリストです。つまり、イエス様がもうすでに勝利されました。イエスの勝利が根拠です。Ⅰヨハネ3：8、「神の子が現われたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです」。悪魔の頭を踏み砕いて預言どおり勝利されました。ルカ24：7、その他にもたくさんありますが、イエス・キリストは死者の中から復活なさって死の力を打ち破って勝利されました。何が問題なのでしょうか。何に負けるのでしょうか。この世を支配している者、この世を支配する一番の力、死の力を打ち破って勝利されました。ヨハネ16：33、それでイエス様がおっしゃいました。何も怖がらないように。必ず勝利するから。患難があるのですが、勝利するのだから。まず私がすでに世に勝っているのだから。イエスはキリストです。ヘブル9：26、私たちの罪、罪から来るのろい、地獄の運命などすべてにイエス・キリストはご自分を犠牲にささげることによって、一度で完ぺきに完全に勝利されました。
そして、その勝利の証拠としてエペソ1：20-22、復活した後、天に昇られて、すべての万物がイエスの御名の前でひざまずく万軍の主となられました。勝利されました。今も歴史の主であり、すべてがイエスの御名によって動くようになっています。これが私たちがダビデとゴリアテのようなとんでもない喧嘩に見えるのですが。そこですべての予想をひっくり返して、覆して、勝利の確信を持つ根拠です。そして、このキリスト・イエスが、信者の内側に入って一つになり一緒におられます。これが根拠です。今度はこういうことを言いました。Ⅱコリント4：7、四方八方から苦しめられ、私は壊れやすい土の器のようなものなのだけれど勝利できる。なぜなら、わたしの中に宝であるキリストをもっているからなのだ。これが根拠です。土の器のような自分にだまされないように。それではどうしても立ち向かうことが不可能ではないかと思われるゴリアテのような世の中にだまされずに勝利を確信してください。つまり、このキリストであるイエス様が、自分の内側にいらっしゃるというのは、イエス様がすでに私のことを悪魔の手から救い出してくださった。私のことを罪とのろいの運命と地獄から救い出してくださった。イエス・キリストが私のことを死の勢力から救い出してくださったのだね。イエス・キリストはこの暗やみの世から私を救い出してくださったのだ。だから、現場で勝利するのは当たり前ではないでしょうか。これが根拠です。根拠を確かにしないと、私たちが冒頭で申し上げましたように、物理的に比較し評価することに慣れているので、ダビデ、ゴリアテの勝負も決まっているのではないかとつい思って、信者であることを現場であきらめよう。良い信者は日曜日に礼拝をしっかりささげることで済むとなってしまうのです。それもできない人が多いですが。信者はそういう存在ではありません。根拠を確認して握ってください。
　最後に、このような私たちを通して、今現在その現場において、これから私の人生、生涯を通して神様がなそうとしていらっしゃる契約があります。その契約が絶対的なものなので、なにがどうであろうが契約は必ず成就しますから、勝利を確信するわけです。それが先ほど申し上げました初代教会の話でしょう。いま話しにならない状況なのです。でも、地の果てにまで、イエスの証人となる。契約はこういう状況に負けずに必ず成就していく。もっと正確に申し上げると、私たちの人間的な基準で見たときには負けるしかない困難な状況を通して、それを利用して、それに乗って成就するから、負け意識を持つ理由はありません。だから、勝利するしかないのではないかということです。この福音が世界中に伝えられて、それから世の終わりの日が来る。絶対です。地の果てにまで証人となる。そして、それが成就するときに、イエス・キリストが再臨なさる。これが絶対だという裏返しなのです。そして、そのために私たちひとりひとりがすべてを満たす方によって満ちておられるキリストのからだの教会であり、世の光であり、王である祭司と呼ばれる存在になっています。その契約のために造りかえられた者なのです。だから、必ず契約が成就するので、それを成し遂げるために自分自身も必ずそれに乗っていくようになるのです。何があっても勝利するようになります。これが根拠です。イエスはすでに勝利されたキリストです。その勝利のイエス様が自分の内側にいらっしゃるのです。ダビデが、獅子から私を助けてくださったことを根拠にしたように、なにを恐れるのでしょうか。私を地獄の運命から、いま世の中を支配している悪魔の手から救い出してくださったわけなので、何も怖いものはないわけです。それを根拠に契約は絶対なのです。この３つのことを根拠としてしっかり握らなければいけません。初代教会、そして、当時のユダヤ教、もう一歩進んでローマ帝国、その図を想像して考えてみてください。まるでダビデとゴリアテのような図式ではないでしょうか。そこで初代教会が勝利の核心など持てるのでしょうか。でも、いま申し上げました確信の３つの根拠を四面楚歌の状況の中で、ユダヤ教、ローマ帝国を相手にして自分自身に適用しました。その結果、負け意識がすべて消えて勝利の確信しか持つことができません。

その結果、彼らはできる、できないなどの自分の意見を全部引っ込めて祈りに専念することになりました。確信の根拠があれば、本当に相手がユダヤ教であれ、私たちはちっぽけな人間１２０人が集まってマルコのタラッパンに隠れてローマ帝国と何になるのでしょうかではなくて、祈りに専念していました。なぜなら、勝利の確信があるわけですから。皆さん、いまどういう現場にいるのでしょうか。自分の国はどんな状況なのでしょうか。最近、柳先生が、0.3％とかよく取り上げておっしゃるのですが、日本人の兄弟姉妹がつまずかずに良く消化して聞いていただきたいなと思うし、独島、竹島の映像がニュースに出ても宣教の目で考えないといけないと思うのですが、日本の信徒の方々はそれを十分消化できるほど強いから流されていかないと私は確信しています。このような中で３つの根拠はしっかり適用して、あなたがたは知らなくてもいいと勝利の確信しか持たないで、祈りに専念していました。その祈りは何でしょうか。必ず勝利すると信じて、それを描きながら祈ることなのです。皆さん、毎日わざと時間を設けて、勝利の根拠を確認して告白する時間を持ってください。そうでないと、私たちは、メッセージを聞いてハレルヤ、イエスはキリストと言いながらも、ついゴリアテの前で、現場の前で、現実の前で流されて、いなごのようなものになってしまうものなのです。ですから、まずは時間を設けて、現場がどうであれ、自分がどんな状況であれ、必ず勝利するしかない根拠を確認して告白する、つまり、神様が新しく造られた自分を見つけて向き合う時間を必ず持ってください。
それから、先ほども申し上げましたように、具体的な勝利の絵を持って、イエスの御名によって祈り始めてください。勝利の絵とは何でしょうか。そこで暗やみの力が砕かれて、いのちが救われる神の導きがなされ、そこでイエスがキリストであるこのいのちの福音が自分を通して流れていく。その結果、それがどんどん広まっていく。そして、それが47都道府県に広がっていく、この絵をビデオのように目をつむって描きながらイエスの御名によって祈ってみてください。なぜ祈らないのでしょうか。もう負けているからなのです。勝利を信じないからです。そんなのは私と関係ない。一日食べていくのに精一杯です。食べていくいろいろな苦労はあるでしょうけれども、苦労は苦労で、でも、それで精一杯で生きる存在ではありません。お金がなくても、それに引きずられて生きる存在ではありません。

それから、いま与えられている現場、いま皆さんに与えられているもの、それでやってください。その後、また必要であれば与えられるでしょう。これで終わりという意味ではありませんが。ダビデは、自分に与えられている石を持って臨みました。つまり、こうだから、ああだからという言い訳、不平、不満など全部捨ててください。いまの現場で、いまあるもので十分なのです。それで皆さんが死ぬ時までどこの現場にいても、その現場を神から許されている宣教地として見ること自体が勝利者として立つことです。残りの生涯、なにがあってもそれに振り回されずに勝利の人生を堂々と歩んでいただきたいと願います。
（祈り）
愛する天の父なる神様。私たちを罪より救い出してくださり、到底ありえないことが私たちに起きて、イエスの勝利が私たちの勝利であることをありがとうございます。現場にだまされずに、現場の真実を見抜いて、私たちはそこに絶対に必要なイエスのいのちを持っている存在であることを覚えて、勝利の確信の根拠を握って勝利者として歩めるようにひとりひとりを祝福してください。どうかここにいる兄弟姉妹ひとりひとり、いまの現場、あるもので、ダビデのような勝利を体験させてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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